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研究成果の概要（和文）：本研究は、自己の運動の結果が自己に帰属する運動主体感の神経基盤を明らかにする
ことを目的とし、運動中の体性感覚フィードバックに外乱を与えて神経活動がどのように変化するかを調べた。
サルが右手でレバーを動かすと左の手掌を筆で体性感覚刺激をする実験装置を使って、筆の動きがレバー動きよ
り遅れる場合とそうで無いときでサルの一次体性感覚野の神経活動を記録した。この結果、遅延がある場合に、
遅延がない場合よりも神経活動が増加するものと、弱くなるものが見つかった。こうした反応は、一次体性感覚
野が運動の信号によって影響を受け、運動主体感のもととなるネットワークの一部であることを示している。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was to reveal how the brain process sensory 
feedback during self-generated hand action, which is functionally correlated with sense of agency. 
We examined activity of single neurons from primary somatosensory cortex of macaque monkeys during 
moving a lever that introduce brush movement. We introduced different time delays to the brush 
movement relative to the lever.  This made  error between the predicted and actual tactile sensory 
feedback. We found that certain number of neurons showed higher response with the degree of temporal
 delay in brush movement, while some other neurons showed less activation when the temporal delay 
was introduced. The results suggested that the primary somatosensory cortex modulated by corollary 
discharge and a part of network for sense of agency.

研究分野： 神経生理学

キーワード： 身体性　身体図式　運動主体感　体性感覚　一次体性感覚野　予測誤差　遠心性コピー　随伴発射
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１．研究開始当初の背景

 社会的適応行動において、身体性がきわめて

重要な役割を

ーションや模倣、心の理論といった社会性に関

わる認知機能も、身体を基盤とした自己と他者

の表現が脳内にあってこそ実現される。イタリア

の Rizzolatti

自己と他者の身体表現が脳内に存在し、自己

動作と他者動作が共有表現されることを神経科

学的に

に関わる

の多種感覚ニューロンの一部が、他者の身体上

にも視覚受容野を持つことを明らかにした。

結果から、自己の身体マップを参照して、他者

身体を知覚していると考える。しかし、一方で他

者認知においては、自己の身体を他者の身体と

区別する必要がある。自己の身体が自己に帰属

するという身体保持感や自己の身体を自ら操作

して動かしてい

身体を他者と区別している現れである。特に運

動主体感は、視覚や体性感覚の

と運動指令のコピーである

順モデルによる感覚フィードバックの予測との整

合性によるものであると考えられる。例えば、自

分で自分の体をくすぐるときは、主観的にくすぐ

ったさの程度が下がることが知られている。これ

は、遠心性コピーに

ードバック

推測され

感をひきおこす

れてい

感覚抑制

体性感覚野

る。 
 
２．研究の目的

 本研究では、

カニズムを解明するために、

ける感覚抑制と呼ばれる現象

物実験によって明らかにする。

遠心性コピーの比較や干渉に関連する神経活
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